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Development of Double Wishbone Type Front Suspension for 2018 Gold Wing
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̒代目 2018 年モσϧGold	8inH	GL1800 のフロントα

スペンシϣンシスςムを開発するにあたり，ܰ շな操ॎ性

と高い҆ఆ性のཱ྆およͼշదかつ上࣭な৐り৺地をシ

スςムの目ඪとしてܝげた．これらの目ඪをୡ੒するため

に，Honda ಠ自のモータαイクϧ༻ダブϧ΢ΟッシュϘー

ン式αスペンシϣンを開発した．ΞームϨイΞ΢トの工夫

によりタイϠストロークي੻をਨ௚方向に変ߋすること

で，タイϠの後方Ҡ動ྔを小さくし，エンジンを前方に౥

載Մ能とした．これにより，フロント෼୲ՙॏを૿やし，

ܰշな操ॎ性と高い҆ఆ性のཱ྆を実現した．また，す΂

てのピϘット෦にχーυϧ࣠डを࠾༻し，合わせてクッ

シϣンにԣ力が࡞༻しないߏ଄を࣋つため，ςϨスコピッ

ク式αスペンシϣンにൺ΂，しΎう動఍߅を௿ݮさせた．

これにより，段ࠩ࿏などの走行においてばね上Ճ଎度を前

モσϧൺで໿ 30�௿ݮし，շదで上࣭な৐り৺地をୡ੒し

た．さらに，本シスςムでは転଩࣠にରし操଩࣠を後方に

Φフセットしタイロッυで࿈݁する機ߏとすることで，ϋ

ンυϧを୹くしフϧ転଩࣌の操࡞性を向上させた．

"#453"$5

In developing the front suspension system for 
6th generation 2018 Gold Wing GL1800, we aimed 
to realize both agile handling and high stability at 
the same time, and a comfortable and high quality 
riding experience. To this end, we developed a Honda 
original double wishbone type suspension system for 
motorcycles. By devising the arm layout, the stroke 
trajectory of the front axle was set in the vertical 
direction, and the amount of rearward movement of 
the tire was reduced. This made it possible to allow 
forward shifting of the engine position, which in turn 
increases the front divided load, and we were able to 
realize both agile handling and high stability at the 
same time. In addition, by using needle bearings for 
all pivots and at the same time having a structure in 
which lateral force does not act on the cushion, the 
sliding resistance was able to be reduced as compared 
with the telescopic type suspension. As a result of all 
these enhancements, the vertical acceleration of sprung 
mass was reduced by about 30% compared with the 
previous model in traveling roads such as an uneven 
road, contributing to the realization of a high quality 
and comfortable riding experience. Furthermore, in this 
system, the handlebar pivot axis is offset backward 
from the wheel steering pivot axis, and tie rods are 
used to connect between the pivots. This mechanism 
effectively shortened the length of the handlebars 
and enhanced operability in situations close to full 
steering.
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ճ開発した̒代目ࠓ 2018 年モσϧGold	8inH	GL1800

は，前モσϧである 2001 年発ചの̑代目GL1800 から 17

年ぶりのフϧモσϧνΣンジとなる．本モσϧは運動性

能，動力性能，շద性に「࣭感の高さ」を௥ٻし，Gold	8inH

࢙上で最も操って楽しいモータαイクϧを目ࢦした．フロ

ントαスペンシϣンを開発するにあたり，上記をୡ੒する

ために下記の߲̎目を目ඪとしてܝげた．

・	 ܰշな操ॎ性と高い҆ఆ性をཱ྆するパッέージングの

実現

・	 շదかつ上࣭な৐り৺地の実現

ܰշな操ॎ性と高い҆ఆ性をཱ྆するために，エンジン

౥載Ґஔおよͼライダポジシϣンを車྆前方にҠ動しフロ
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ント෼୲ՙॏを૿やす必要があった．また，շదかつ上࣭

な৐り৺地をୡ੒するために，ストローク࣌のしΎう動఍

させ，かつ高߶性なαスペンシϣンにすることがݮを௿߅

要ٻされた．

Gold	8inH のフロントαスペンシϣンには，ॳ代よりς

Ϩスコピック式αスペンシϣンを࠾༻してきた．しかしな

がら，本モσϧの高い性能目ඪをୡ੒するためには，ै 来

のߏ੒にଊわれないまったく新しいαスペンシϣンシス

ςムを開発する必要があった．さま͟まなタイプのαスペ

ンシϣンをൺֱݕ౼した݁果，本モσϧに最もద੾なフロ

ントαスペンシϣンがダブϧ΢ΟッシュϘーン式αスペン

シϣンであった．

本稿では̒代目Gold	8inH	GL1800 ༻に新たに開発し

た，ダブϧ΢ΟッシュϘーン式フロントαスペンシϣンの

．଄の特௃ならͼにಘられた性能について঺հするߏ

̎ɽαεϖϯγϣϯࣜܕͷબఆ

αスペンシϣンܕ式のબఆにあたり，要ٻされる性能と

新ܕグランυツΞラに;さわしい֎؍およͼઌਐ૷උの

౥載性などの߲目をධՁ߲目としてݕ౼した．ݕ౼݁果を
Fig. 1にࣔす．

この݁果より，本モσϧのねらいをୡ੒するためには，

しΎう動఍߅௿ݮと高߶性化に有རなピϘットにχーυϧ

ϕΞϦングを࠾༻するタイプのダブϧ΢ΟッシュϘーン式

αスペンシϣンが最も有ޮであることが明֬化された．

一方，前モσϧではフロントαスペンシϣンにςϨス

コピックߏ଄を࠾༻しながらも，ツΞラらしいΏったりと

Fig. 1   Comparison of suspension types

したポジシϣンと取りճし性のཱ྆を目ࢦした．このた

め，ϋンυϧ転଩࣠とϋンυϧグϦップポイントの前後Φ

フセットྔが大きく，かつグϦップ間の෯方向のڑ཭が広

い．これにより，ϋンυϧ転଩࣌のグϦップエンυのҠ動

ྔが大きいߏ଄であった．このߏ଄を本モσϧにద༻する

場合，ϋンυϧフϧ転଩࣌にはグϦップポイントがライダ

の࿬ෲにۙづき，൓ର側の手はԕくなるという՝୊がߟえ

られた．

そこで，タイϠの転଩࣠とϋンυϧ操଩࣠を別࣠化し，

ϋンυϧ操଩࣠を後方にΦフセットさせ，タイロッυで࿈

݁する新シスςムをߟҊした．

Ҏ上より，本モσϧでは転଩࣠と操଩࣠を別࣠化したダ

ブϧ΢ΟッシュϘーン式αスペンシϣンをબఆした．

̏ɽαεϖϯγϣϯߏ଄

ダブϧ΢ΟッシュϘーン式αスペンシϣンは，四輪車で

はൺֱ的ී及している．このαスペンシϣンܗ式は，上࣭

な৐り৺地と高い操ॎ性を実現できるߏ଄であり，高ڃ車

やスポーツ車，F1などに多く࠾༻されている．Honda では

N4XやϨジΣンυなどにద༻されている（Fig. 2）（１）．

その特௃を下記にࣔす．

・	 クッシϣンϢχットへαイυフΥースが࡞༻しないた

め，スムーζな࡞動性がಘられる．

・	 上下のΞームでタイϠを支えるため，߶性の高いߏ଄が

ಘられる．

・	 Ωャスタ֯，Ωャンό֯౳のΞライϝントのઃܭ自༝度

が高い．
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本モσϧではこれらの特௃を׆かしながら，Ξームにର

してタイϠの取り෇け方向を 90 度変えて，モータαイク

ϧ༻としてಠ自のߏ੒とした．さらに上下運動するフロン

トフΥークとフΥークホϧダを̎本のΞームで支えるߏ଄

とした．本ߏ଄のઆ明ਤを Fig. 3にࣔす．

本シスςムは転଩෦，؇ি෦，操଩෦よりߏ੒されてい

る．転଩෦はフロントフΥーク，それと࿈݁しているスς

ΞϦングΞームよりߏ੒されている．これらは中空ബ೑Ξ

ϧϛχ΢ムダイΧストで଄られ，タイϠを支えるフロン

トフΥークをࠨӈ一ମとすることでܰྔかつ高߶性なߏ

଄となっている．また，ै 来のςϨスコピック式フロント

フΥークにରして؇ি෦がؚまれないߏ଄のため，ϋンυ

ϧで操࡞する׳性モーϝントが前モσϧとൺ΂ 40� Ҏ上

௿ݮしている．

؇ি෦はै来の二輪車フϨームの最前෦にあるϔッυパ

イプに૬౰するフΥークホϧダをΞッパΞーム，ロΞΞー

ムで支えるߏ੒となっており，ロΞΞームにはクッシϣン

Ϣχットが取り෇けられている．このߏ଄はクッシϣンに

しない．さらに，四輪車の場合，一ൠ的に༺࡞げՙॏがۂ

֤Ϧンクのジϣイント෦にはϘーϧジϣイントやラόー

ブッシュが࢖༻されている．本モσϧではΞームのす΂て

のピϘットにχーυϧ࣠डおよͼ̐点઀৮Ϙーϧ࣠डを࠾

༻することで，Ψタ෇きが無く高߶性で，かつ׈らかなճ

転がಘられるߏ଄となっている．また，Ξーム配ஔにより

フロントタイϠのストロークي੻を，地面にରしてਨ௚方

向にઃఆすることで，フロントタイϠの後方Ҡ動ྔを前モ

σϧにରし 24	mm ୹ॖしている（Fig. 4）．

操଩෦はスςΞϦングブϦッジおよͼϋンυϧ，タイ

ロッυによりߏ੒されている．フロントフΥークやフΥー

クホϧダのばね下෦とばね上෦である操଩෦を෼཭し，Ψ

タ感の少ないઐ༻タイロッυを࠾༻することで৐り৺地と

ダイϨクトな操ॎ性をಘられるߏ଄となっている．

Fig. 2   Double wishbone type suspension for 
automobiles

Fig. 3   Front suspension of 2018 Gold Wing

Steering bridge

Front cushion

Front fork

Lower arm

Front fork holder

Upper arm

Steering arm

Steering tie rod

Handlebar pivot portion 
(including tie rods)

Shock absorbing portion

Wheel steering pivot portion

Developed model,
double wishbone type 
front suspension

Previous model,
telescopic type 
front suspension

24 mm

Fig. 4   Comparison of front tire stroke trajectories

̐ɽܰ շͳૢॎੑͱ͍҆ߴఆੑΛཱ྆͢Δ
ύοέʔδϯάͷ࣮ݱ

前ड़のとおりフロントタイϠの後方Ҡ動ྔを 24	 mm ୹

ॖすることで，エンジンを車྆前方に౥載することがՄ能

となった．これにより空車ঢ়ଶにおけるフロント෼୲ՙॏ
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ൺは前モσϧの 44.9� にରし，D$T 仕༷では 46.5� に૿

Ճした．また，ライダおよͼパッセンジャの居ॅスペース

をҡ࣋したまま৐車Ґஔをエンジンコンパクト化も合わ

せてै来ൺ 36	mm 前方にҠ動させることができ（Fig. 5），

ねらいである操ॎ性の向上と車ମのコンパクト化をୡ੒

した．

さらに৐員とスクϦーンのڑ཭をۙづけることにより，

小ܕの΢インυスクϦーンで前モσϧಉ౳Ҏ上の๷෩機能

をඋえることもՄ能となった．

ै来のςϨスコピック式フロントαスペンシϣンでは，

転଩するࡍにࠨӈのフΥークをಉ࣌にճ転させるため，車

ମ෯方向のスペースが必要だった．一方，本方式では転଩

࣠のみճ転させるߏ଄のため，フロントΧ΢ϧ෦の෯をス

Ϧム化することができる．

これによりαイυラジエータの小ܕ化と併せてフロン

トΧ΢ϧ෦の෯を転଩࣠पりで໿ 100	 mm スϦム化した

（Fig. 6）．

Developed model

Previous modelP i d lPrevious model

36 mm

Fig. 5   Engine location and riding position

Fig. 6   Comparison of front cowl widths

Developed model: 693.5 mm
Previous model: 790.5 mm

Developed model

Previous model

90 mm

またタイϠを動かす転଩࣠とϋンυϧを動かす操଩࣠を

෼ׂし前後Φフセットすることで，タイϠ上方にあるϝー

タや操࡞パωϧを௿く配ஔすることがՄ能となり௿ॏ৺化

にݙߩしている．

さらにϋンυϧポジシϣンのઃܭ自༝度が֦大したこ

とでフϧ転଩࣌にライダとϋンυϧのܺ間をै来モσϧよ

り 90	mm 広げることができ，転଩࣌の操࡞性向上がਤれた

（Fig. 7）．

Fig. 7   Comparison of handle grip positions at full 
steering

̑ɽ্ ࣭ͳ৐Γ৺஍ͷ࣮ݱ

ୈ̏章にてड़΂たダブϧ΢ΟッシュϘーン式フロントα

スペンシϣンにより，ୡ੒した性能を֬認するため，実走
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．ଌをおこなったܭ

高さが 10	mm ʵ 20	mm の࿈ଓした段ࠩを車଎ 60	 Lm/

h で௨աしたࡍの，ばね上Ճ଎度をܭଌした．݁ 果を Fig. 8

にࣔす．前モσϧにରして本モσϧの発生Ճ଎度のピーク

は௿いことがݟてとれる．さらに，10 ճ෼のピークՃ଎度

をฏۉした஋を Fig. 9にࣔす．このൺֱから 30�ばね上Ճ

଎度が௿ݮされていることがわかる．

࣍に，ϝΧχζムをূݕするため，高さが 20	mm の段ࠩ

を車଎ 100	 Lm/h で৐りӽしたࡍの，ばね下およͼばね上

Ճ଎度，およͼ車ମのピッν֯଎度をܭଌした．
Fig. 10はばね上上下Ճ଎度の࣌間変化であり，本モσ

ϧではピークՃ଎度が௿ݮされているとともに，すばやく

ऩれんしている．また，ピッν֯଎度の࣌間変化を Fig. 11

にࣔす．前モσϧにରして本モσϧは，高प೾のৼれが少

なく，Ժやかな挙動をࣔしており，これらが上࣭なフΟー

Ϧングにつながっているとਪଌする．さらに，このときの

ばね下の前後Ճ଎度についてप೾数෼ੳをおこなった．݁

果を Fig. 12にࣔす．ςϨスコピック式フロントαスペン

シϣンを࣋つ前モσϧでは，10	H[ 前後およͼ 25	H[ 前後

にピークがݟられ，フロントフΥークのϕンσΟングによ

Fig. 8   Sprung mass vertical acceleration when 
running on continuous steps

Fig. 9   Average of sprung mass peak acceleration 
when running on continuous steps
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Fig. 10   Vertical acceleration of sprung mass when 
passing through step (h=20 mm)

Fig. 11   Pitching rate when passing through step 
(h=20 mm)

Fig. 12   Power spectrum of longitudinal acceleration 
of unsprung mass when passing through 
step (h=20 mm)
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る前後方向のৼ動が発生しているとਪଌされる．一方，本

モσϧではピークが 40	H[ ෇ۙと高く，αスペンシϣンの

前後ۂげ߶性が高く，ৼ動しにくい特௃を࣋っている．

Ҏ上の݁果から，本モσϧのαスペンシϣンは，࿏面か

らのೖ力にରしスムーζに࡞動できるシスςムであるとい

え，上࣭な৐り৺地性能を実現している．

	

̒ɽ·ͱΊ

ܰշな操ॎ性と高い҆ఆ性をཱ྆するパッέージングお

よͼ上࣭な৐り৺地をୡ੒するために，新たにフロントα

スペンシϣンの開発をおこなった．

転଩࣠と操଩࣠を別࣠化したಠ自ߏ଄の二輪車༻ダブϧ

΢ΟッシュϘーン式αスペンシϣンを࠾༻した．このαス

ペンシϣンߏ଄により，タイϠストロークي੻を変ߋし，

エンジンを前方に౥載することがՄ能となった．これによ

り，フロント෼୲ՙॏが૿Ճし，ܰ շな操ॎ性と高い҆ఆ

性のཱ྆を実現した．また，Ϧンク֤෦のピϘットにχー

υϧϕΞϦングを࠾༻したしΎう動఍߅の少ない本ߏ଄に

より，ばね上Ճ଎度を 30� ௿ݮし，ピッνングのऩれん性

を向上させることで上࣭な৐り৺地をୡ੒した．

ݙจߟࢀ

（１）	ht t p : / /www .honda . c o . j p /N4X/weCca t a l o H/

perGormance/drivinH/




